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はじめに
フランスへ交換研究で1 年間滞在することを許可されたので、今、フランスのストラスブールに
いる。交換研究の協定校であるストラスブール第3 大学（通称ロベールシューマン大学）の1 機関
であるグランゼコールのIECS に研究室を設けてもらった。私を含めて3 人だけ の客員教授が使用
する共同研究室ではあるが非常に広い研究室である。
グラソゼコ―ルの教員、職員、学生と話をし、講義を見学し、講義を一部担当する、さらに、研
究室での他の先生方の指導の仕方をも身近に見る、といった経験もできた。これらの経験を通じて、IECS
の教育内容は、東洋大学の経営学部の教育、さらに日本の大学教育に反映させることが出来
るのではないかと思った。 レ
これまでに、論者は、1 年生の大人数教育の効果や効率を上げるための教授法と教育システムの
開発に関して、本論集で何回か論じてきた。今回は、ビジネス社会でリーダーとなるための人材の
教育方法を検討する。ではあるが、［小人数を徹底的に教育してエリ- トを作り出す教育の在り方］
ではなく、［日本の平均的な学生を、大人数であっても効果的かつ効率的に教育すれば、ビジネスを
リードしていく人材に育てることは出来るはずだ」という視点で論じる。
11ECS の概要
（1）lECSSTRASBOUGR の概要IECS
（イウシーエス）の概要を説明する≒IECS （:Institutd'EtudesComercialesSuperieures
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Strasbourg、英語名称はInstituteofAdvancedBusinessStudies ）は、1919年にストラスブール・
バラソ ）商工会議所により設立された。1956年にストラスブール大学に合併され、現在はF ベール
・シューマン大学（UniversiteRobertSchuman ）の一部門となっている。1987年にはアルザスで事
業を営んでいる大・中規模の企業60社を会員とするIECS-EME 財団が設立され、財政的な援助に
加え、教育上でも支援を得られるようになった。
（2）ゲランゼコールIECS
はグラソゼコール(Grandesecoles ）と呼ばれている組織であり、日本の大学の学部の2 年
間と大学院修士課程とを一緒にしたような組織である。フランスには経営学のグラソゼコ¬ルが35
校程度あると言われている。高等学校での学業成績がきわめて良い者がグランゼコールヘの進学を
希望する。そうした学生は高等学校を卒業した後に、グラソゼコールに入学するための特別な学校
に2 年間通い、その後に入学試験を受ける。IECS の1 学年の定員はno 人であるが、入試の申込者
は毎年2000－2500人になる。20倍前後の競争率である。また、教員数は専任（:permanant) が12名、
客員（visiting）が23名である。
（3）教育上の特色IECS
の教育上の特色はいくつかある。
①1 年間の海外留学が必修となっているIECS
はヨーロッパおよび北アメリカの45の大学と学生の交換留学の協定を交わしている。
全ての学生は3 年次に1 年間海外の協定校に留学する。留学先では専門科目を履修すると共に、
第2 外国語もしくは第3 外国語で学んだ外国語の体得を図っている。
② 国際的な勉学環境
カリキュラムを通して国際性を理解するだけではないレ毎年120人（全学生の20％以上）以上の
外国学生がTECS に留学してくる。彼らとめ交流を通じてIECS の学生の国際性が育てられてい
る。また、外国からの客員教授が講義を担当することもあるので、生の外国情報にふれること
が出来る。学生は、英語もしくは他の外国語でなされる講義（語学科目もしくは教養の科目卜
を履修することが要求されている。第3 外国語は1 年次より履修できるようになっている。
③ カリキュラム
カリキュラムは8 つのデパルトマン（departement: 部、コース制のコー=スに当たると考え
られる）に分けられている。このうち、次に示す5 つは学際的なデパルトマンで、これらのデ
ハルトマンでは核（core) 科目を教育する。
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GestiondesRessourcesHumainesetManagement （人的資源の管理と経営）MethodesQuantitativesetInformatique
（定量的手法と情報処理）Droit
／Fiscalite（法律／税制）PolitiqueGeneraleetStrategie
（政策一般論と戦略） レLangues
（語学）3
つの専門デパルトマンはIECS の言う専門科目で構成されている。Vente
／Marketing （販売／マーケティング）Finance
／Comptabilite／Controle（金融／会計／管理）Logistique
／Production（ロジ不ティ
ヅクス
／生産）
④ 学年別の教育内容
セメスタ―（semestre）制度を採用しているが、教育の質はセメスター毎ではなく年次毎に
変えている。 し1
年次 講義（核科目）とゼミ2
年次 講義（核科目、専門科目）とゼミ3
年次 海外留学 履修科目は専攻分野で50％以上
専攻分野以外は最大25％
留学先の国の文化ほぼ25％
学位論文の準備4
年次 総まとめ（講義、講演会、ゼミと学位論文の作成）
⑤ 企業実習1
年次の終わり（夏休み）に5 週間以上、2 年次の終わりに8 週間以上、そして、4 年次の
後半にも10週間以上の企業実習を課している。
21 、2 年次のカリキュラムIECS
の『履修要覧』3)に掲載されている1 年次と2 年次との科目の配列表を示す。類似語が英語に
ないと思われる用語の意味を注に記しておく4)。
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表11 年次の科目配列
ANNEEI1(TroncCommun)
DEPARTEMENTS SEMESTRE1 SEMESTRE2
FINANCE
COMPTABILITE
CONTROLE
Comptabilitegenerale Analysefinanciere
Comptabiliteanalytique
VENTE
MARKETING
Marketing Techniquesdevente
Lancementdeproduit 十dossier
Simulationenmarketing
LOGISTIQUE
PRODUCTION
Gestiondestocketintroductiona
lalogistiquedistribution
Approchesystemiquedu
systemedeproduction
Introductionaumanagementdes
achats
Introductionalagestionde
production
Classificationdesconceptsen
lo只istiqueproduction
Activiteslogistiquesetpratique
desentreprises （facultatif）
GESTIONDES
RESSOURCES
HUMAINES
Lesprocessusd'apprentissage Psychologieetmanagement
(electif)
Socioloeiedutravail Decouvertedesmetiers
Desluttessocialesaudroitdu
travail（electif）
Initiational'analyse
transactionnelle （electif)
Initiationalaprogrammation
Neuro-Linguistique （PNL ）
（electif）
Animationdegroupeetconduitedereunion
METHODES
QUANTITATIVES
ETINFORMATIQUE
Statistiquel Statistique2
/athematiquesfinancieres Informatique2
Informatiquel
DROITFISCALITE
Introductionaudroitdesaffaires
etaudroitdescontrats
Droitderentreprise
Droitdesinstitutions
communautaires
Fiscalitedel'entreprise
POLITIQUEGENERALE
ETSTRATEGIE
Principeseconomiques Organisationdel'entreprise
Protectionderenvironnement ：
¶ ／ ● ●unenjeueconomiqueetsocial
Economiedel'entreprise
Politiqueeuropeenne
LANGUES LVl ，LV2,LV3
Attention!!;
Coursfacultatif:courssuiviparl'etudiantsillesouhaiteetquineferapasl'obietd'uncontrole
Courselectif：coursachoisirparmi2ou3cours.Lesuivid'uncoursestobligatoireetfaitl'objetd'uneevaluation.
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表22 年次の科目配列
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ANNEEI2 （SPECIALISATION ）
DEPARTEMENTS SEMESTRE3 SEMESTRE4
FINANCE
COMPTABILITE
Comptabiliteapprofondiel FinanceInternationale
Gestiondetresorerie Comptabiliteapprofondie Ⅱ
Techniquesdef
● 〃 ● ● ●lngemenefinancTechniquesdef
nancementet
ere：1erepartienancement
Gestiondeportefeuilleetdu
patrimoine
Techniquesdefinancementet
ingenieriefinanciere:
2emepartie －Ingenieriefinanciere
Controledegestionspecifique
auxbanques,groupeetPME
2emepartie ：Controledegestionspecifiqueau
χgroupesetPME
Controledegestion
Controledegestionspecifique
auxbanques ，groupesetPME1erepartie
：Controledegestiondanslesbanques
VENTE
MARKETING
Marketingapprofondi
l己repartie ：Marketingduchefdeprpduit
Politiquesdeventes
Internationales
Marketingapprofondi
2erepartie ：Marketingetcommunication
Simulationdestrategie
europeenne （EUROSTRAT)
Etudeetrecherchemarketing Comportementduconsommateur
Negociationd'affaires Marketingdudistributeur
Projetprofessionnel
LOGISTIQUE
PRODUCTION
Managementdelaqualite Ladistributionphysique
desmarchandises
Managementdesachats Formationengestion
industrielle:MRPnpar
l'eχemple
Formationengestion
industrielle：Approchesystemiquedusystemedeproduction
Formationengestion
industrielle:Gestionde
productionassisteeparordinateur
Formationengestion
industrielle：ClassificationdesconceptsenLP
Introductionalagestiondeprojet
etsimulation
GESTIONDESRESSOURCES
HUMAINES
Lagestiondesressources
Humaines ：fonctioncentraleetdeleguee
Technologiesnouvelles ：Impactsurlesressourceshumaines
（electif）ou
Sensibilisationauprojet
professionnel
Quelquescaracteristiquesdu
managementinternational （electif）ou
seienceshumainesetmarketing
(electif)
Auto －evaluation （facultatif)
Efficacitepersonnelleetgestiondutemps
METHODESQUANTITATIVES
ETINFORMATIQUE
Methodesstatistiquesappliqueesaumarketing
(obligatolrepourlesVM:electifpourlesLPetlesFC)
Theorieetpratiquedes
programmes （electif）
Statistique3 （electif）
Informatique3:Managementdes
systemesd'information （electif）
Analyseetprogrammation
avancees （electif）
Rechercheoperationnelle
(obligatoirepourlesLP
electifpourlesFCetlesvM)
Gestiondessystemes
d'information （electif）
DROITFISCALITE Droitdutravail
POLITIQUEGENERALE
ETSTRATEGIE
Lagestiondel'environnement
enentreprise
Economicinternationale
Economiceuropeenne
ingenieriedudiagnostic
statistique
LANGUES LVl,LV2 ，LV3
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VENTE ／MARKETING （販売／マ ーケティング）デパルトマ ンの科 目配 列を 例 として 検討す
る。このデパルトマンの科 目配列は表3 の通りとなる。この表3 では、（講）は講義、（演）は演習、
無 印は上記以外の科 目を意味す る。（ ）内の数字はその科目の所要時間で、補足講義の時間は含め
ない。 科目によっては10 時間程度の補足講義が用意されている。
表3 販売／マーケティング・デパルトマンの科目配列表
セメスター1 セメスター2 セメスター3 セメスター4
諏マーケティング(30H) 倒販売技術(2〔)H) ㈱マーケティング各論1
製品責任者のためのマー
ケティング(20H)
牌国際販売政策(20H)
調新製品の発売(12H) ㈱マーケティング各論2
マーケティングとコミュ
ニケーション(20H)
倒戦略シミュレーション(20H)
糾マーケティングにおけ
るシミュレーション(20H)
鵬 マーケティング・リサ
ーチ(20H)
㈱消費者行動(20H)
倒取引における交渉方法(20H)㈱流通業者 のマーケティ
ング(20H)
職 業 計 画
マーケティング総論は1 年次の最初のセメスターに1 科目あるだけである。あとは全てマーケ
ティング各論である。一般の学生が日常の生活でマーケティングに接する機会があるとすれば、
「店舗」、「製品」、「広告」、の3 つだろう。従って、IECS では学生が理解しやすいこれらのマーケ
ティングの領域をカリキュラムの初めに持ってきている5)。セメスター1 、2 に準備されている「販
売技術」と「新製品の発売」とであり、セメスター3 に用意されている［マーケティングとコミュ
ニケーション］とである。
次に目立つのは、マーケティングにおけるコンピュータの利用である。「マーケティングにおけ
るシミュレーション」、「マーケティング・リサーチ」、「戦略シミュレーション」の3 科目が用意さ
れてt るヽ。
最後に、マーケティング主体毎の科目が用意されている。「製品責任者のためのマーケティング」、
「流通業者のマーケティング」、「消費者行動」、の3 つである。
そして、3 年次の外国留学に対応して「国際販売政策」が用意されている。 また、フランスでの
就職の困難さに対応するために、就職計画を考えるための「職業計画」という科目もある （結果論
かも知れないが）実に論理的にコンパクトにカリキュラムが構成されている。
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33 年次の外国留学IECS
が交換留学の協定を交わしている大学は45校ある6)。国別に見ると、一番多いのが隣のドイ
ツとイギリスで、それぞれ11校ずつある。次が、スペインの4 校、イタリアとオーストリアの3 校、
ベルギー、カナダ、アイルランド、の各2 校、そして、デンマ ーク、米国、フィンランド、ギリ
シャ、オランダ、スウェーデン、スイス、が各1 校となっている。カナダとアメリカを除くと、全
て、自動車で行き来が出来る範囲となっている。フランスとの関係が強いアフリカには協定校は無
い。アジア、中米と南米、オーストラリア、中東、ロシア、などにも協定校は全くない。非常に
偏った分布だが、45校でno 人の学生全員を受け入れているということは評価すべきだろう。
44 年次のカリキュラム
海外留学から帰国した後は学位論文を作るだげではなく、表4 に示すとおり、多くの専門科目と
総合的な科目が用意されている7) しかしながら、4 年次の授業は第7 セメスターまでなので、年度
の前半で全ての講義は終了する。
表44 年次の科目表
DEPARTEMENTS 科 目 名 時間
FINANCE
／COMPTABILIT 包
／CONTROLE
FINANCEPolitiqueFinanciere
IngenierieFinanciereGestiondelaTresorerie
ManagementbancaireGestionbancaire
COMPTABILITE/CONTROLEConsolidationdesgroupes
AuditdesetatfinanciersApprofondissementduControledeGestion
1510
1510
10
2525
20
VENTE
／MARKETING
AuditmarketingetcommercialTechniquesdevente
ModelisationetprevisiondesventesProjetprofessionnel
Marketing “BusinesstoBusiness"MarketingdesservicesMerchandisingCommunicationhors
－mediaOrganisationetanimationd'uneforcedeventeInternationalmarketingstrategy
2020
20
2020
2020
2020
LOGISTIQUE／PRODUCTION LesoutilsauservicedelaqualitetotaleDimensionnementetorganisationdesentrepots
TracabiliteConceptionetrealisationd'unebasededonneesparl'exemple
GestiondeprojetApprochesystemiquedusyst
＆medeproductionClassificationdesconceptsenlogistiquedeproductionMRP
ⅡparI'exenipleGestiondelaproductionassisteeparordinateurMarketingdesachats
620
425
2512
216
1612
SYNTHESE
( 総合)
TheoriedesorganisationsStrategie
AspectsdelaresponsabilitedessocietescommercialesDroitdesprocedurescollectives
LeadershipetmanagementL'entretienderecrutement
（atelier）Reussirune
χpose（atelier）L'affirmationdesoi
（atelier）
2060
2020
2015
2020
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VENTE ／MARKETING の部分のみ検討する。表5 はこの部門の科 目表である。
表5 販売／マーケティング部門の4 年次の科目
マ―ケテ■iングと商業の評価
販売技術
モデルによる売り上げ予測
職業計画
インダストリアル・マーケティング
サービスのマーケティング
マーチャンダイジング
ダイレクト・マーケティング
販売システムの設計とシミュレーション
国際“マーケティング戦略
1、2 年次での科目配置の原則が（善し悪しは別として8） ここでも使われている。t ず、マーケ
ティング研究でのコンピュータの利用では、「モデルによる販売予測」、「販売システムの設計とシ
ミュレーシa ン」が用意されている。マーケティング主体毎の研究では、「販売技術」、「インダスト
リアル・マーケティング」、「マーケティングと商業の評価」、「マーチャンダイジング」が用意され
ている。3 年次の外国留学に対応して［国際マーケティング戦略］が用意されている。そして、就
職計画を考えるための「職業計画」も継続している。最後に、マーケティングの先端領域として
「サービスのマーケティング」、Tダイレクト・マーケティング」が用意されている。網羅的なカリ
キュラムではなく、少ない領域を中心に分かりやすいフレームワークでカリキュラムが組み立てら
れている。
このようなカリキュラムを概観すると、グラソゼコールの教育の目的は、学者を養成することで
はなく、ビジネス社会で活躍でぎるように、1 つだけでも他人より優れた能力を身につけさせるこ
とのように思える。さらに、大学の学内では教育しにくい「国際性」や「経営実務」は外国留学と
企業実習とを課することで解決している。そうした意味で、IECS の教育内容は日本の学部教育の1
つの参考となると思える9)。
5 所用時間 犬
各科目の所要時間はおしなべて20時間前後が多い。しかし、科目の特性に応じて、教育効果を上
げるためにも、各科目の所要時間は数時間から60時間まで、自由に設定している。一番少ない2 時
間という科目もいくつかある。少ない時間で効果を上げる授業の形態も、単位制の枠内であっても、
日本で導入することを考える必要があるだろう。
大学におけ る教授法 と教育 シ ステ ムの開発（5 ）163
表6 科目の所要時間
時間数(H) 科目数 102030405060
1－910
－1920
－2930
－3940
－4950
－5960
－60
11
27
62
6
4
1
1
｜
コ
6 卒業後の進路
こうした教育を受け、ストラスブール 。バラソ商工会議所の支援なども得て、就職活動をする10)。
一部の学生は勉学を更に進めるために、更に上級の学校に進学する。就職希望の学生も卒業後に全
てが就職出来るわけではない。国内もしくは外国の何らかの会社に腰掛もしくは期限付きで就職す
るケースもある。従って、「卒業生の数≒就職者の数」という公式はフランスでは成り立っていな
い。また、卒業後の数年は転職率も高いので、卒業直後の就職の構造がその後も続くとは限らない。
そうしたことを念頭に入れて、統計U）を見る。以下の分析では93年の6 月卒業生の確定報を利用し
ている。
(1) 調査の概要
この調査は郵送によるアンケート方式で、卒業1 年後の94年6 月に行われた。就職状況に関する
回答は次の通りとなっている。87人の卒業生の内、回答のあったのは46人だった。回収率は52.9％
である。回答者の就職の状況は表7 に示すとおりである。回答率が低い12)ので全体の傾向を反映し
ているとは言えないが、少なくとも回答者の7 割は就職している。残りで進路が決定しているのが、
兵役と学業の継続で、未だに就職先を探しているのが10.9％残っている。
表7 就職の状況
就 職 状 況 人数 構成比（％）
就職先は見つかった
兵 役
学業を続ける
就職先を探している
32
5
4
5
69.6
10.9
8.7
10.9
合 計 46 100.0
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（2）就職先の場所
表8 以降は就職が決まっている人のみを抜き出して集計した結果である。表8 では、就職先の場
所を示している。
一番多いのがアルザス／ロレースの地元である。IECS の卒業生も多く、就職に当たってはスト
ラスブール 。バラソ商工会議所の支援を受けていることも大きな理由だろう。
次に多いのが、外国（とりわけドイツ）となっている。フランス国内に十分な就職先が少ないこ
とが大きな原因と考えられるが、3 年次の外国留学によって、外国が身近になっていることも外国
で就職することを促進していると考えられる。そうした意味では、学生全員に新しい天地を提供す
る3 年次の留学は教授法の面からも高い評価がなされても良いと思う。IECS のドイツ語教育13)はIECS
の特色の一つにもなっている。したがって、学生がドイツの企業に就職するのは自然の流れ
とも言えるだろう。なお、ストラスブールから車や電車で10分程度でドイツに行けるので、通勤し
やすい事も大きな理由と思われる。3
番目がイル・ド ウ・フランス（パリとパリの近郊地域）14）となっている。フランスの首都圏とも
言えるこの地域には非常に多くの企業が立地している。
年によって多少の変化はあるが、外国、アルザス／ロレーヌ、イル・ド ウ・フランスがそれぞれ3
分の1 前後を占めているという。
表8 就職先の場所
就職先の場所 人数 構成比（％）
外 国
アルザス／ロレーヌ
イル・ドゥ・フランス
その他のフランス内の州
無回答
9
11
8
3
1
28.1
34.4
25.0
9.4
3.1
合 計 32 100.0
(内5 人はドイツ)
（3）就職先の業種
表9 は就職先の業種である。確実に言え。ることは、finance／comptabilite／controleデパルトマ
ンの卒業生は会計関連の業種に就職しているようである。工業は3 つの部門を合計すると28.2％に
もなる。フ ランス、とりわけアルザス地方では農業は盛んであり、基幹産業の地位にある農産加工
に多くの卒業生が就職することは理解できる。フランスでは自動車工業以外に目立った工業は少な
いと言える。にも関わらず、農産加工以外の工業に合わせて18.8％もが就職している。
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銀行および保険も21.9％と非常に多い。そして、銀行および保険を含む3 次産業全体では65.7％
と7 割に近い高い率となっている。高い知的教育を受けた学生が自分の能力で成功しようと、第3
次産業を選択するのは合理的かも知れない。
表9 就職先の業種
就職先の業種 人数 構成比（％）
農産加工
化学および化学関連
その他の工業
商業および流通
会計事務所、会計士
銀行および保険
運 輸
その他サービス業
その他
無回答
3
3
3
4
5
7
2
3
1
1
9.4
9.4
9.4
12.5
15.6
21.9
6.3
9.4
3.1
3.1
-
合 計 32 100.0
2 次産業28.2 ％
3 次産業65.7 ％
(4) 就職先の職務
表10は就職先の職務の内容であるこれを見ると、IECS の3 つのデパルトマンの教育領域に対応
する職務に就いている卒業生が非常に多いことに気づく。とりわけ、Finamce ／Comptabilite／Controle
およびLogistique／Productionの2 つのデパルトマンを専攻した学生は、財務、監査及び
会計士、生産管理、ロジスティックという職務に就くと言われている。IECS のデパルトマンに対応
しているビジネスに直結する教育の成果が現れていると言えよう15)。
表10 就職先の職務
就職先の職務 人数 構成比（％）
販売および商業
マーケティング
財 務
監査および会計士
生産管理
購 買
μジスチック
管 理conseil
その他
無回答
7
4
1
6
1
1
3
4
1
3
1
21.9
12.5
3.1
18.8
3.1
3.1
9.4
12.5
3.1
9.4
3.1
合 計 32 100.0
Vente／Marketing(34.4 ％)Finance
／Comptabilite
／Controle（21.9％）Logistique
／Production
（15.6％）
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7 大学教授法への示唆
日本の大学の学部と大学院修士課程とを一緒にしたようなフランスのグランゼコールIECS での
教育の内容を見てきた。大学における教授法の視点からIECS の教育を見直してみよう。
第1 の特色は、就職先の統計でも理解できる通り、ビジネスに必要とされる知識と技能とを教育
していることである。幅広く教育するのではなく、狭い領域を深く教えている。とりわけ、1 －2
年次では基本的な知識を徹底的に教え込む内容となっている16)。そうした知識をベースとして、さ
らに広く学ばせるために、企業実習や海外留学が用意されている。企業実習や海外留学は職員の努
力に負うところが多い。教員が担当すべき領域と、教育システムにまかせる部分とをはっきりと分
けている。したがって、教員がなすべきミッション以外の分野では職員の教育に対する関与も重要
である。
第2 の特色は、ステップ学習と言える。ビジネスに必要な全ての知識や技能を教育しているので
はなく、Vente ／Marketing デパルトマンのカリキュラムから理解できるように、わずかに、数個の
領域しか教えていない。学生はそれらの少ない領域の中からさらに1 つの専攻を選んでいる。その
専攻する領域を完全に理解できるように体系的に科目を設定し、徐々に内容を深めていくカリキュ
ラムとなっている。まずは、文献で勉強し、シミュレーション17）で疑似体験し、企業実習で実体験
し、そして、得られた知識と技能を利用して学位論文を作成する。その学位論文が就職の時の勉学
証明書となる。 ◇
第3 の特色は、自ら学ぶ環境に学生を入れることにより、少ない定常的な努力で、大きな効果を
上げてしることである。すなわち、このグラソゼコールでは、学生は「教わる」だけではなく、「自
ら学ぶ」ようになるシステムを作っている。そのための方法として、外国留学や企業実習がある。
第4 の特色は、教員は、毎時間「教える」だけではなく、「自ら学ぶ環境に学生を導き入れる活
動」（この場合は交換留学の制度を確立し、運用すること、など）にも大きな努力を払ってきている
ことである。ある意味では、教育のアウト・ソーシング（外部資源の有効活用）であると言えるだ
ろう。100％自前主義もそれなりのメリットはあるが、教育の多様化する時代でぱアウト・ソーシ
ングを検討することも不可欠だろう。
第5 の特色は多数の科目が用意されていることである。海外留学の期間を除いた3 年間の語学を
除いた開講科目数は、1 年次は36科目、2 年次は47科目、4 年次は35科目、合計118科目、となって
いる。ちなみに、東洋大学経営学部では、学科間の重複を除き、休講科目も勘定に入れ、講義科目
と演習科目とを合計すると128科目となる。定員がnO 名のダランゼコールの科目数と定員が550名
の学部の科目数は殆ど差がなしヽ ことになる。この様なことが出来る理由は、1 科目の所要時間が極
端な場合は2 時間しかない科目が多く設置されていることである。セメスター制であっても、各科
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目の所要時間は異なり、半年間を通して授業が行われるとは限らない。通年制と単位制で運営され
ているカリキュラムであっても、全ての講義科目を4 単位にする必要はないかも知れない。2 単位
や1 単位、さらに0.5単位という講義科目があっても良いかも知れない。
付記
本論を作成するにあたって、IECS の事務長のM.Jean －PierreKENNNEL （ジャソピエールケネ
ル）、国際交流部門の責任者であるM °^ChristineHOPPE （クリスティーヌオッペ）とアシスタン
トのM“^^MaijaPEROLLA （マヤペローラ）、さらに、日本語教育を担当しているM °^MarikoCRIMPET
（マリコクラソペ）より多くの助言と資料をいただいた。
追記
本論の校正中にフランス の新聞 にIECS が大き く採 り上げ られた （“IECS:rambitiond'etrelameilleureecole,"DornieresNouvellesd'Alsace,17jan,1996.
）。そ の内容を以下に簡単に紹介す
る。
フランスの中で、経営学の領域で最も優れたグラソゼコールにしようとい う試 みである。新しい
ヨーμ ツパの構築に より生 まれた単一 の市場は商品だけに開かれてい るのではな く、雇用にも開か
れてい る。 この流れに沿 ってIECS の卒業生も晦 外に飛躍できるように考えてい る。そ の ため の手
段としては次のものがある。
・ロベ ールシューマ ン大学との連携に よる独特なシナジー効果を生み出す
・学生数を現在の400 人から、10 年間で6 －700 人に増加させる
・ヨ ーロッパ、とりわけ ドイツとイギリスとの連携を深める
・ 「知」 と「技」 の両方の教育が使命となっており、まず、 ジェネラリストとして育成し、専門
化はその次になる
・知識を学 ぶだけではな く、学ぶことを学ぶようにする（知 るから創るへ）
・必修科目を少なくして、履修の自由度を高める
・ヨ ーロッパの勉強、 ヨーロッパの大学との交換留学、外国の大学の教授による科目の設置
・外国の大学の学位 も同時にとれる ようにする（ド ゥブル デ ィプローム）
・独仏企業 のフ ォーラムを形成す る
・ネット ワークを東 ヨーロッパ、東アジア、北アメリカ、エルサレ ムに広げ る
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注
1）FORMATIONSDlPLoMANTES1995 －1996,UNIVERSITEROBERTSCHUMAN. および、広報用の
パンフレッドIECSSTRASBOURG ”を参考として、筆者が見聞きした情報を加えて記述した。2
） アルザス州はオラソ（HAUTRHIN ）県とバラン(BASRHIN ）県で構成 されている。ストラスブ ールは
アルザス州の州都であると共に バラソ県の県庁所在地でもある。3)GUIDEDESETUDES1995
－1996,IECSStrasbourg.4
）類似語が英語にないと思われるフランス語の説明achats
購 入apprentissage
体と時間とを使って覚える科目で、「覚え込み学習」とか「技能修得」と言える。外国
語会話、 コンピュータ・プログラミング、などがその良い例である。comptabilite
会 計dossier
ファイルに装慎されたレポートdroit
法律、法学、権利electif
選択的enjeu
賭 金gestion
管 理lancement
発 売lutte
抗争、対立ordinateur
コンピ ュータreunion
集会、会議travail
労 働vente
販 売5
）論者は昭和60 年 より10年間東洋大学商学科の唯一の絶対必修科目である1 年次科 目「商学基礎論」を 担当
していた。マーケティングへの入り口であるので、ケーススタディーと学生の提出レポートのテ ーマは、
これらの3 つの領域を想定した。最初の数年間はこれらの3 つの領域でレポートを提出させた。その後、
教育効果を上げるために、勉学したことが1 年を通じて蓄積できるように、製品を勉学の入り口としたス
タイルに改善した。最初の5 月連休後のレポートのテーマは 「興味を持っている製品とその産業の研究」
である。夏休み後のレポートは、「その製品を提供している企業の研究」で、最後 の正月休み後のレポート
のテーマは、「自分がその会社のワンマン社長であるとした場合、あなたはどのような事業と製品を作り
出すか、そ の事業計画を 創造工学の手法と1 年間に蓄積した知識とを使って、作り出して下 さい。」であ
る。5 月連休、夏休み、冬休みの期間にゆっくりと論文をつくれるように提出期限を決めてある。6
）"CEQUILFAUTSAVOIR,"LaTribunelECSStrasbourg.IECS,1995,p. Ⅵ.7
）『履修要覧』には表の形では掲載されてはいない。『履修要覧』の記事からこの表を作り上げた。必修、選
択の区分は表中に入れてはいない。8
）論者は、1 、2 年はマーケティングの基礎的な考え方や技術を中心に学んでも良い と思う。 より高度な実
務的な知識や技能は実社会でしか身につけることは出来ないと思 うレ した がって、4 年次では、マ ーケ
ティングの技術的な知識や技能より、将来の社会を指導して行くべき人材は、歴史、思想、哲学、価値観、
文化、などの目に見えない情報を処理する能力を身につけ るべきだと思 う。
169
9）日本の大学でのカリキュラムの改訂は積極的に進められているが、その多くは過去の文部省の指導要綱を
ベースとして、情報もしくは国際の視点を強化し、実務的な技能の修得を重視しているように思える。モ
こから、大学と専門学校をどう区別するかと言った問題の本質を見失った問題提起もされている。カリ
キュラムの改訂に当たり他の日本の大学のカリキュラムを参考にすることも重要だが、海外の大学院やビ
ジネススクールのカリキュラムや教授法をも参考にすべきだろう。そうすることにより、新しい教育の視
点が生まれてくると思う。10
）フランスでは、小学校から高等学校の教員と公務員などは新卒を一括して採用する。しかし民間企業が従
業員を採用するときには、一括採用ではなく、色々な方法がとられている。11)IECS
の内部資料による。
“Informationsurlesdiplomes1984del'lECSStrasbourg,"IECS,1994,p. ト4.
レ 、ー12
）このような成否を問 う調査では、成功していない人は得てして回答しないことが多い。したがって、無回
答者の中には、就職が決まっていない人、不本意な就職先七知らせたくない人、も多いと思われる。13
）アルザス語とドイツ語で話すと話が通じるほど、2 つの言語は近いと言われている。したがって、アルザ
ス人は容易にドイツ語を体得できると言われている。14
）パリを中心とした半径lOOキロ程度以内の地域を意味する。15
）ビジネスに対応した教育課程を作り、その領域に就職する方式に関しては、多くの問題もあると思う。し
かし、IECS はビジネススクールを目指しているので、こうした課程が作られ、それなりの効果を上げてい
ることは評価すべきだろう。16
）1 －2 年次では1 週間の受講時間は30時間程度となっている。日本の90分に直すと20科目となる。した
がって、週5 日に割り当てると1 日に4 科目履修となる。朝から夕方までびっしりと授業がつまっている
勘定になる。17
）シミュレーション分析などコンピュータの使用に当たっては職員のテクニシャン（技能者）が全面的にサ
ポートしている。プロフェッサーがコンピュータ室で指導することは少ないようだ。理論教育は教員が担
当すべき領域であるが、技能教育の多くは日本でも職員の技能者にお願いすることが制度的に出来ると良
いと思う。
（1995 年12 月6 日受理）
